
11 月 9 日 ( 木 )

カ リ キ ュ ラ ム

第7期

実践×ケーススタディで
構想力・提案力をＵＰ‼

※ 単 科 受 講できる科 目や受 講 料 等 は 、中面の
     カリキュラムや募集要項をご確認ください。

＜こんな方におすすめ＞

Sagamihara Robot  
System Integrator Training Program

10 月 2 日 ( 月 )



これ からのロ ボットS I e r に は 、工 場や生 産 工 程 全 体 を捉えたシステム構 想 力・提 案 力 が 欠 か せません 。
また、リモ ートでの 顧 客 対 応 力やヒアリング力 ／プレゼンテーション力 もますます重 要 に なっています。
第７期 を迎える「ロ ボットS I e r 養 成 講 座 」は 、実 践 × ケーススタディを中 心 に
カリキュラム編 成された 相 模 原 市 オリジナルの 超 実 践 型 自 動 化 人 材 育 成プログラムです。

ロボット SIer 養成講座とは？

本講座のポイント

ロ ボットSIerとしての「構想力・提案力」や「専門性」をアップ!!

実際に自動化・ロボット導入を検討している
企業を題材とした実践型グループワーク

ニーズが高い業種や要素技術の事例を
活用したケーススタディ

SIerに必要な知識を学ぶ技術講座の
オンデマンド配信（事前講義のみ）

実践型グループワーク ケーススタディ1 2 オンデマンド講義3

講座期間内であれば、
好きなときに、

何度でも視聴可能‼

1
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オンライン

10:00-17:00
11月10日（金）



S a g a m i h a r a  R o b o t  S y s t e m  I n t e g r a t o r  T r a i n i n g  P r o g r a m

ロ ボ ッ ト S l e r 養 成 講 座

講 師

ロボットシステム に携わるすべての方へ

松本 俊之 氏

青山学院大学 
理工学部　経営システム工学科　教授

慶 應 義 塾 大 学 大 学 院 理 工 学 研 究 科 博 士 課 程 管 理 工 学 専 攻 修 了 。 現 在 は 青 山 学 院
大 学 理 工 学 部 経 営 シ ス テ ム 工 学 科 教 授 。 博 士（ 工 学 ）。専 門 は I E （ I n d u s t r i a l  
E n g i n e e r i n g）であり、「見る、視る、観る、やって試る」を基本姿勢として、現場
改善技術と教育システムの開発の研究にあたっている。

ビジネスコミュニケーションコーチ。国内外テレビ局での報 道 記者兼アナウンサー
としての経 験から、ロジカルコミュニケーション、プレゼンテーションを専門に企業
研修を実施している。社外の組織を巻き込んだ協業をコミュニケーションの分野から
支 援する研 修サービスや、社内外の情 報 共 有を加速する「相手の時間を奪わない」
論理的コミュニケーション研修、顧客潜在ニーズを顕在化するヒアリング力向上研修
には高い評価が寄せられている。

株式会社スタンコミュニケーションズ
代表取締役

栃尾 昌洋 氏

日本認証株式会社 
SA事業部 教育事業部　部長 

長 岡 技 術 科 学 大 学 機 械 シ ス テ ム 創 造 専 攻 修 士 卒 業。在 学 時 よ り 機 械 安 全 に 取 り
組み、学内ベンチャーも立ち上げた。その後、外資系コンポーネントメーカの営業を
経て、日本認証に入社。機械安全に関する講習会講師を担当し、国内外で年間 100 回
以上の講習会を実施。また、コンサルタントとして、製造現場で個別課題の解決にも
取り組んでいる。

超 精 密 機 械 加 工 、高 精 度 ハイテ ク産 業 機 器（製 造 設 備 、ロ ボット等 ）の 開 発・設
計・製 造 、省 力 化 自 動 機 、多 軸 ロ ボットを 組 み 合 わ せ たロ ボットシステムの 設 計
開 発 業 務を展 開する相 模 原 市内の 提 案 型システムインテ グレータ。豊富な 経 験と
“ 得意 分 野 技 術 ”の磨き上げ で、地 域 内 外 の顧 客ニーズに 対応している。

自動車部品加工からスタートした近藤製作所。戦後間もなくから製造現場の自動化
を進めてきたノウハウを基に、FAシステムの構築や提案。業界トップレベルの
バリエーションのハンド＆チャック・ロボット周辺機器など、未来のモノづくりを
支える幅広い製品を扱っている。工場に最適なFAシステムをトータルで提案。

日本ロボット工業会にて 2015 年より経済産業省「ロボット導入実証事業」事務局を
担当。400 件以上のロボット導入事例を担当。その後、FA・ロボットシステムイン
テグレータ協会の設立に携わり、2018 年より FA・ロボットシステムインテグレ
ータ協会の事務局を担当。2023 年より同団体を一般社団法人化。教育制度整備、
検定制度設立などに携わる。

高本 治明  氏

一般社団法人
日本ロボットシステムインテグレータ協会

【 受 講 実 績 】

松尾 由紀子 氏



ロ ボ ッ ト S l e r 養 成 講 座

S a g a m i h a r a  R o b o t  S y s t e m  I n t e g r a t o r  T r a i n i n g  P r o g r a m

〒���-���� 神奈川県相模原市緑区西橋本 � - � -��

令和5年10月～12月（本講義：5日間、事前講義：2科目）※オリエンテーションを除く

前         期 :  サン・エールさがみはら（2階・第1研修室）
中         期 :  相模原市立産業会館（3階・大研修室）
後         期 :  オ ンラ イン（Zoomミーティング）

【 期 間 】

【 会 場 】

【 定 員 】
【申 込 方 法 】
【 主 催 】

【 受 講 料 】

【 対 象 者 】

15名（先着順）※単科生・修了生・学生は定員なし（原則）
WEBサイト／E-Mail／FAXよりお申し込みください（申込書参照）
相模原市・株式会社さがみはら産業創造センター

※修了生が無料で受講できるのは単科受講のみです。本科受講を希望される場合は、本科生の受講料が適用されます。
　なお、その場合、単科受講科目相当分の割引は行いませんので、あらかじめご了承ください。
※学生が受講できるのは、単科受講のみです（本科受講はできません）

【お問い合わせ】

本科生
単科生
修了生
学　生

相模原市内事業者 相模原市外事業者
110,000円

1科目   16,500円
88,000円

1科目   13,200円

(すべて消費税込)

ht t p s :// w w w. s ic- s ag amihar a . jp/r o b ot /



申込内容

受講者情報

■ E - M a i l また は F A X で 申し込 む 場 合 は 、申 込 書 に 必 要 事 項 をご 記 入 のうえ、下 記 申 込 先 まで お 送 りくだ さい 。
　 受 付 後 、受 講 料 の お 支 払 いや 受 講 方 法 な どに つ いてご 連 絡 い たします。
　 　【 申 込 先 】 E - M a i l：s i e r- i n f o @ s i c- s a g a m i h a ra . j p 　 FA X：0 4 2 - 7 7 0 - 9 0 7 7

企業名（学校名）

すべての方

単科生・修了生・学生の方のみ

受講枠（希望する受講枠に〇） 本科生　　　　・　　　　単科生　　　　・　　　　修了生　　　　・　　　　学生

オリエンテーション
参加希望日（希望日程に     ）
※Zoom ミーティングを利用します。

所属部署（所属学科・研究室名等）

SIer 経験年数

得意とする業種・製品・生産工程など（学生の場合、専攻分野・研究テーマなど）

所在地（企業または学校の所在地）

〒

フリガナ

TEL E-Mail

受講理由

役職

氏名

※個人情報の取り扱いについて ・ご記入いただいた個人情報は、㈱さがみはら産業創造センターの事業に関する情報提供と参加者募集のご案内、ご連絡に利用させていただきます。
・個人情報は、取扱目的以外に利用したり、第三者に提供することはありません。

■ さが み はらロ ボット導 入 支 援 センター の W E B サイトから もお 申し込 み できます。
　 【 U R L 】 h t t p s : / / w w w. s i c- s a g a m i h a ra . j p / r o b ot / s e m i n a r 　

※ ご都合がつかない場合は、別途ご連絡ください

WEBサイトは
こちらから

「 ロ ボ ッ ト S l e r 養 成 講 座 」 受 講 申 込 書


